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チド を週 3 回投与し、骨代謝マーカー、腰椎および長管骨の骨密度（以下、BMD）、骨微細構造、
骨強度への効果を明らかにすることである。 
 
3 ヵ月齢の雌ラットに OVX もしくは偽手術を施行。術後 3 ヵ月間経過した 6 ヵ月齢からテリ
パラチドもしくは溶媒のみを週 3 回、12 ヵ月間皮下投与した。試験群は 3 ヵ月齢スタートコント
ロール群、6 ヵ月齢 OVX 群、6 ヵ月齢偽手術群、OVX+溶媒投与群、偽手術+溶媒投与群、OVX+
テリパラチド 1.1g/kg 投与群、OVX+テリパラチド 5.6g/kg 投与群、OVX+テリパラチド
28.2g/kg 投与群である。試験期間中、脛骨の BMD を経時的に in  vivo で測定した。試験開始
時（手術施行時）、投与開始時（手術 3 ヵ月後）、および投与開始後 12 ヵ月（18 ヵ月齢）後に、
ラットを麻酔下に放血死させ血液、腰椎、大腿骨を摘出、骨形成マーカーである血清オステオカ
ルシンと骨吸収マーカーである血清中 I 型コラーゲン C 末端ペプチド（以下、CTX）濃度測定、
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テリパラチド 週 3 回投与した OVX ラットでは骨形成が上昇し骨吸収が低下し、海綿
骨の増加と連結性の改善、長管骨の外径増大を伴わない皮質骨幅の増加により骨強度
を上昇させた。テリパラチドの投与頻度の違いは皮質骨の骨構造に影響する可能性が
示唆された。 
 
